
（ ）◆明治期の北海道の鉄道 明治39年公布の鉄道国有法による国有化まで

○官営幌内鉄道／北海道炭礦鉄道会社・北海道炭礦鉄道株式会社
1880（明13）開業／1889（明22）譲渡
産炭地を中心に路線拡大 総延⾧207.51マイル

○釧路鉄道
1887（明20）専用鉄道の敷設
1892（明25）釧路鉄道会社として運輸営業開始
1896（明29）廃止
硫黄山で産出される硫黄輸送を行う

○函樽鉄道株式会社・北海道鉄道株式会社
1902（明35）部分開業、1905（明38）全通
小樽～函館の連絡のため敷設 総延⾧159マイル

○北海道官設鉄道

◆北海道官設鉄道とは
（総延⾧距離）373.3㎞ （建設線）上川線、十勝線、天塩線、釧路線
（停車場）40ヶ所 （車両）機関車22両、客車39両、貨車250両

（建設までの歴史）
1886（明19） 鉄道予定線の調査（初代⾧官岩村通俊）
1892（明25） 北海道中央鉄道敷設計画（3代⾧官渡辺千秋）

※政府「鉄道敷設法」案 北海道線（殖民鉄道）の列挙
しかし削除となる

1893（明26） 「北海道開拓意見具申書」を提出（４代⾧官北垣国道）
1896（明29） 政府「北海道鉄道敷設法」公布

道庁～田辺朔郎を各地に派遣に鉄道建設の緊急度を調査
「北海道官設鉄道調書」の作成（５代⾧官原保太郎）



※ 東京帝国大学工学科教授～田辺朔郎

1894（明27） 北海道庁鉄道建設委員会 建設委員を委嘱される
1896（明29） 臨時北海道鉄道敷設部 技師／技師⾧
1897（明30） 臨時北海道鉄道敷設部 敷設部⾧
1898（明31） 北海道鉄道部 鉄道部⾧
1900（明33） 欧米視察のため休職 帰国後は京都帝国大学理工科教授

○組織の変遷
1896（明29） 臨時北海道鉄道敷設部
1897（明30） 北海道庁鉄道部
1898（明31） 北海道鉄道部
1905（明38） 鉄道作業局 札幌鉄道作業局出張所
1906（明39） 鉄道作業局 北海道鉄道作業局出張所
1907（明40） 帝国鉄道庁 北海道帝国鉄道管理局

○建設
【上川線】空知太～旭川 1898（明31）全通
【天塩線】旭川～宗谷 1903（明36）名寄まで開通
【十勝線】旭川～落合 1901（明34）開通

落合～帯広 1907（明40）開通
【釧路線】釧路～帯広 1905（明38）開通

※十勝線 落合～帯広間

特に落合～新内は難工事であった。

・狩勝、新内トンネルの開削
・新内沢大築堤
・国境付近の橋梁
・排水溝などの構築

が主な工事であった。

小樽市総合博物館所蔵）（
狩勝峠を上るD51機関車
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